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1.はじめに
メディアの発展を背景に，メディアを研究対象とする領域におい
て，コンピューターコミュニケーションを喜す程に入れたメディア史を十茸築
しようとする動向が顕著である O新たに展開されているメディア史研究で
は，ラジオ・テレビなどの電気メディアが出現したことで，文字情報に音
声・グラフイツク'情報が付加され重層的なメディア環境がもたらされた
ことが強調されている O また電気メディアの出現-普及とマスメディアの
隆盛時期は重なりあっていて，両者が現在のメディア社会の基底部を形成
していることも指摘されている 1)。
電気メディアの出現を契機としたメディアの転換期に，文字文化の伝承
を主たる目的とする図書館が受けたインパクトを検証することは，図書館
情報学におけるメディア論を討究していく上で重要な課題である O しかし
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ながら，図書以外のメディアを「視聴覚資料jと呼称、し パッケージ情報
として認識してきた従来の図書館情報学では，電気メディアと図書館のつ
ながりを資料論以外の枠組みからとらえることはほとんどなされなかった。
図書館における図書の後位性は電子メディアの出現までは完全に保たれて
いたがゆえに，図書館学においてメディアに対する問題意識そのものが希
薄であったといえる O しかし近年，電子的な情報が密書館資料として図書
館で処理・組織化されるようになってから，図書館情報学でもメディアに
ついての議論が活発化してきた。これまで図書メディアのよに国定化され
た情報を主として扱ってきた図書館にとって，ネットワークの一部として
存在する電子情報の処理や組織化は様々な課題をもたらした。また図書館
業務と密接に結び付いた偲々のメディアに関するテクニカルな問題の他に，
電子メディア持代における図書館の位置づけ，図書館固有の守備範留につ
いてのテーマも派生してきた。
ここで，近年のメディア史の動向に自を向けてみたい。この領域では，
現在我々を取り囲む多様な情報環境の基点を 19世紀の半ばの電信・電話・
ラジオ・映沼などに求めている O つまり電気メディアが市民生活を変え社
会のあり方に影響を及ぼすきっかけとなった と認識している o1980年代
までのメディア研究は情報技術に重点を置きテクノロジーによって変化
する社会に焦点をあてて研究を進めていく立場をとっていたが，現在では，
情報技術と社会のとらえかたは，少し変化している O 近年この分野におい
て「情報テクノロジーを社会の外側から挿入されるものとしてではなく，
さまざまな言説や勢力関係のなかで社会的に構成されていくものJ2) とし
て解釈していこうとする姿勢が顕著になってきた。すなわちテクノロジー
を単に，社会の外側から影響を与える存在として認識したり，社会の深い
部分にある文化的精神のあらわれ，とみなすのではなく「社会的な関係性
のなかで構成されていくものjととらえるようになってきたのである 310
情報テクノロジーと市民のメディア受容のあり方を最も敏感に感じ取るべ
き場所が図書館であるならば，図書館情報学においても，特定のメディア
がいかにして図書館という社会機関の中に編制されていくのかに焦点を当
てたアプローチが必要なのではないだろうか。
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図書掻が図書メディア以外のメディアを扱うようになったのは，メディ
ア論でエレクトリック‘メディア時代と呼ばれる， 19世紀に始まる
よび映像的メディアの発展期に入ってからである O 新しい博報テクノロ
ジーは，文字メディアを中心とした密蓄舘に少なからず影響を及ぼした。
むろん電気メディアは現在の電子メディアと同様， とってかわるも
のではなかった。しかし電気メディアの出現によって，それまで図書とい
う単一メディアから成り立っていた密書館資料の構成に変北がおこり，図
書館員のメディアに対する意識も変わっていった。また何よりも図書館を
とりまく情報環境を大きく変えた点で，電気メディアの出現は図書館に
とって重大な転換点となったのである O
本研究では近年のメディア史の社会文化的アプローチを念頭に置いて，
テレピと図書舘のかかわりを調査・分析した。その中でも電気メディアに
よる図書館サーピスの可能性を求めてテレピ放送を実践したアメ 1);方公共
図書館の試みを中心に検討していった。テレピと図書館は，分析視点に
よって複数の位相が考えられる O 盟書鶴とテレどをめぐる多様な側面は，
問題点を整理し分析枠を設定したよで，ひとつひとつ検証すべき重要な
テーマであるが，本研究ではこうした照還に取ち組む上での最初の段措と
して，テレビ出現期にしぼって とテレピ・メディアの関わりを見て
いった。テレどは1950年代には，メディアとしてはまだ未熟な段階にあっ
た。この時期にテレビの持つコミュニケーション・メディアとして複数の
可能性が，様々な方面から模奈されていたが，公共図書館のテレピ放送は
そうした試みの一環として位置づけられよう O 本研究ではテレピ・メディ
アに対するアメリカ公共図書館の主体的なかかわりに着活しながら，図畜:
舘における新しいメディアの受容のありかたを LibraryJournalとALA
Bulletinを中心にした文献調査によって探った。
2.図書舘界におけるテレビ・メディアの受容
図書館におけるテレビ放送に関する具体的な事例に入っていく前に，先
行メディアであるラジオと図書館のむすびつきについて触れたい。筆者は
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本研究に先立ち， 1920年代から 40年代にかけてアメリカ公共図書館でお
こなわれた，ラジオを利用した図書館活動 (LibraryRadio Broadcasting) 
の実態を調査した1)。図書館ラジオ放送はその規模や活動主体，時期など
に様々なパタンが見られるが大きく 3つに分けることができる O まず最
初に「図書館のPR番組jである O これはスポットと呼ばれていた短い宣伝
から密書館独自のプログラムまで，様々な番組形式をとつた図喜
めの番組でで、あつたO 次に「教育機関としての図書館の立場からのラジオ放
送」があった。これは公立の学校と連携したラジオ番組で，図書館利用法
やブックトークのプログラムが制作された。最後に「図書館サービスのた
めの放送jである O これは数としては少ないが，ラジオを利用したレファ
レンス番組などが該当する O 図書舘ラジオ放送の実践例，放送をめぐって
図書館界に生じた様々な議論を分析した結果，次のようなポイントが明ら
かになった。
(1)図書館関係者はラジオを図書館サービスのための新しいメディアと
とらえ，比較的早期からラジオ放送に取り組んだ。
(2)図書館ラジオ放送ムーブメントにおいてラジオは，主に図書館ほの
ためのツールとして利用されていた。
(3) ラジオの持つI対不特定多数というコミュニケーション形態は，図
書館PRに適していた。その一方で リクエストに代表されるような
ラジオ・メディアの双方向性のコミュニケーション機能が「ラジオ
によるレファレンスサービスjという実験的試行に結び付いた。
(4) ラジオは20世紀前半には公共サーピスを展開するためのメディア
として意味づけられており，この理念は図書館におけるラジオ放送
の実践において貫かれた。
このような図書館におけるラジオ放送の在り方のうち，大部分はテレビ
にそのまま引き継がれた。図書館界がテレピ出現と同時に，図書館テレビ
放送にとりくみはじめたこと自体，ラジオ放送の先例があったゆえ可能で
あった試みといえよう O 本研究は図書館ラジオ放送の成果をふまえ，メ
ディアとしての影響力がラジオより強いテレビ出現にあたって，図書館が
それをどのように受容し利用したのかを明らかにすることを目的としてい
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まず，図書謡界がテレピをいかなるメディアとして認識していたのか，
という点から始めたい。 1940年代初期には，平くも将来を予見するよう
な，テレピと図書館サーピスを扱った論文が現れたo1940年にオハイオ公
共密書館のマイアーズ (FrederikL. ~lyers) が， におけるテレビ
の可能性を論じた。マイアーズはまだテレピが普及していない40年の時
点で，密書館がテレビを利用して図書館P哀を行なったり，図書レピ、ユーー
旅行情報・ビジネス博報 e音楽s情報などを扱った番組を制作し放挟する
を想定した。マイアーズは図書館とテレピの関採について，テレピが情報
提供のための新しいメディアとして図書舘のライバルとなるのかあるいは
両者の関には協力体制が敷かれるのか，それは図書銭のテレビに対する
勢次第である，と述べている 5)。
オークランド公共図書館のプレット (WilliamH. Brett)は，
は自らがテレビ時代に生きていることを自覚し，情報，アイデア，娯楽を
伝達するまったく新しいメディアであるテレピをもっと知る必姿がある，
と主張した。ブレットは，図書館とテレピの多語的な関わりあいを次のよ
うにまとめた。
(1)テレビに関する資料の収集と提供
(2)文学関係番組への関連サービス，
(3) 教育番組のサポート
リストの作成，図書の展示
(4) 読番促進のためのアドバイス 国警宣告の資料・サーピス・施設を紹
介する図書館内番組の製作
(5) 公共性の高い番組・ニュース番組を~書館で放映するための舘内へ
のテレビ設置6)。
ブレットはテレビがもたらすであろう情報環境にも言及している Oすな
わちテレビはラジオ-新開に続いて市民生活に大量のニュース・ 1)ソー
スをもたらすメディアとなることが予想されニュースの理解と評価のた
めの特定テーマに関する深い知識が要求されるようになる Oそうした状況
の中で印制図書は重要なメディアである O またコストの安さ，入手しやす
さ・利用しやすさ・永続性・携帯性などの点で図書に症敵するコミュニ
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ケーション・メディアはない とブレットは主張した。図書は新しいメ
ディアによって，衰退するような弱いメディアではなく，むしろテレビ時
代にこそ有用性が高くなるため，図書館はテレピによって弱体化すること
はありえず，エレクトリック・メディアの出現によって図書館はコミュニ
ティの知的生活の拠点としてこれまで以上に重要な役割を担うのである?)。
盟書館テレピ放送に実際に取り組んでいた図書館におけるテレビ観はど
のようなものであったのだろっか01948年からテレビを密書館サービスに
取り入れたjレーイピル公共図書館は，視聴覚機器の利用が'清報提供や'1育報
教育に対して効果を発揮することを認識していた。特に50年代初期には，
テレピは視聴覚機器の全機能を統合したメディア と考えられたため，函
審館ではテレビの積極的な利用法を模索した 8)。
ただし図書館テレビ放送の実践において，図書館側と放送局側には，意
識の相違がみられた。すなわち 図書館は教育と文化の観点から番組を制
作したが，テレビ局はショーとしての番組の仕上がりを重視したのである O
こうした考え方の相違を，最初から自覚して密書館テレビ放送に取り組ん
だ図番館もあった。たとえばクリーブランド公共図書館では，テレビの目
的は営利の追求にあるとはっきり認識し図書館もテレビ放送に参画する
以上，テレビの持つ蕗業的性格を考慮すべきであると自覚していた。テレ
ピはショーであり したがって図書館テレビ番組も娯楽番組と比肩するも
のでなければならないつまりレベルを下げたり大げさに脚色する必要は
ないにしろ，図書館はなるべく手持ちの材料を面白く表現する方法に工夫
をこらすべきだ，と放送関係者は考えた。テレビは図書館が自的とする成
人の自発的学習にとってはかりしれない効果があるとクリーブランド公共
図書館は評価していた9)。
図書館テレビ放送を実践していた図書館はむろんのこと，それ以外の図
書館も，テレビの出現とマスメディアの隆盛を背景に，図書メディアの役
割を向い直すようになった。そしてテレビのメディアとしての新奇性・影
響力の強さ，技術力などを認めつつも 同時に図書メディアの持つ優れた
点を追求するようになっていった。その結果図書メディアの価値が改め
て碍認され，電気メディア時代における図書館の重要性が再認識された。
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3縮図欝館テレビ放送実践例
テレピはアメリカ社会に普及する50年代後半まで未熟なメディアであっ
た040年代にはすでに技術として実用化されていたものの，第二次戦争大
戦の影響で 1942年にテレピジョン免許は凍結され，以後 1948年に周波数
割当が再開されるまで自立った発展は遂げなかった。50年代になってテレ
ビが社会的に普及していく過程で，ソフトウェアも含めてテレピという新
しいメディアの持つ可能性が様々な方向から模索されるようになった。公
共菌書館がテレビ放送に参加し初めたのは，そういったテレピ‘メディア
の実験的時期に該当する O本章ではテレビが出現した時期に図舎館がかか
わったテレビ放送を概観する O
1941年に，初めての図書館テレピ番組が登場した。放挟されたのは
ニューヨーク公共図書:鵠の 'Readingby Sound and Touch' というフィ
ルムであった。これはNBCによる実験番組の一部で，番組ではアナウン
サーと実際に業務に携わる盟書館長が，視覚障害者のための図書館サービ
スの様々な側面について，デイスカッションをおこなった問。
1945年にはニューヨーク公共密主書館のヨークピル分館に，ライト，カメ
ラ，スタジオ・コントロール機器を備えたテレピ・スタジオが設置された。
これはニューヨーク市立カレッジが主催するテレピ番組制作コース開講の
ために，公共図書館では初めて設けられたテレピ・スタジオだった口この
コースは一殻市民にも開放されていたため，スタジオが設置されたヨーク
ピjレ分館はテレビに関する情報を集め，関係資料の展示をおこなった 11)。
アイオワ州立カレッジの図書館は地元のテレピ局WOI-TVが制作する
‘Books on Trial' という図書関係の番組制作に協力した。図書館は番組
のために，図書・写真の貸出，新刊に関する情報提供を行なった。この番
組は進行役とゲスト参加者によって進められ，両者が図書についてデイス
カッションを行なうものであった。ゲストとしてデモイン公共図書館の図
書館員が出演した 12)。
ルーイピル公共図書館は， )レーイピル大学と連鴇して，かなり本格的に
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テレピの利用に取り組んだ。テレビ導入J、前から，ルーイピル公共図書館
は本館と分館のあいだに簡単なネットワーク・システム(librarywire 
network)を作り，重要なラジオ放送番組や公共サーピス番組をトランス
クリプション(transcription)やレコードで流していた。図書館内に設け
られたラジオルームはラジオ受信機を家庭に持たない利用者にとって貴重
なスペースであり 市民の新たな学習の場となったo 1948年11月24日に
WAVE局が放送を開始すると，図書館はラジオにヲiき続き，本館 .10の分館
にテレビを設置し グループ視聴のためのスペースを提供し始めた。各図
書館のテレビ視聴白的の夜間入館者は平均するとおよそ 100人で，分舘を
全部あわせると千人以上の入館者を記録した。テレビ視聴がきっかけと
なって，一般的な図書館利用も増加したことが報告された。テレピを通じ
て図書館の新しい利用者層の形成がなされたのであった。)レーイピル公共
図書館でテレビサービスに関わった関係者は，テレビ視聴のために集まっ
た市民の学習意欲を高く評価し，テレビを含む視聴覚資料の科用によって，
辺警館がコミュニティセンターとしての機能を果たしていくことを望んだ。
図書館は，ルーイピjレ大学に協力を依頼した講義，函書フォーラム，地域
の成人教育などにテレビ・メディアを利用していく計画を立案した 13)。
イーノックプラット公共図書館では早くからテレビの可能性に着Bして
おり，図書館テレビ放送に向け図書館員がテレビ制作技術取得のために
ジョンズホプキンス大学マツコイカレッジに研修に行っている o 1951年2
月に地元のボルチモア WAAM局が図書館のテレビ放送の主旨に賛同し，
‘Step Into Stor)匂nd' というストーリーテリングの放映を開始した。番
組の構成それ自体は非常に単純で，ストーリーテリングの様子をテレピカ
メラで写したものだ、った。ただし番組に出演する児童はリハーサルなしで
番組収録に臨み，ストーリーが事前に知らされることもなかったため，番
組は臨場感あふれる仕上がりになった。児童は番組でとりあげられた図書
を探すために，頻繁に来館するようになった。図書館では番組宣伝コー
ナーをつくり，ポスターや図書を展示した1<1)。この番組には， 4遊間ごと
にゲスト・ストーリ一テラーとして地域の児童図書館員が出演することに
なっていた。顔駒染みの図書館員がテレピ出演することで，子供たちは密
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書館に親近感を抱くという効果もあった 15)。
シアトんでは地元のKingTVが，教育番組にカを入れていた。 1953年に
問テレピ局が30分の教育番組‘King'sCommuni匂，Workshop' を制作す
るにあたって，図書館を制作者として指名した。シアトル公共図書留は，
R曜5から金曜日までレギ、ユラ一番組を持つことになり，函苦言館の業務を
紹介したり，国蓄に関するディスカッション番組を放映した!心。
ニューオリンズ公共図書館は， 1948年から 'Teen-Age Book 
Reviewers' といっ図書についてのラジオ・デイスカッション番組を始め
ており，毎週土曜の朝に図書館本舘の「若い人たちの部屋J(Young 
People's Room)から中継が行なわれていた。ニューオリンズにテレピ局
ができたとき， WDSU局はこの番組を新しいメディアに移すことを提案し，
1951年に，ラジオ番組からテレピの番組に移された 17)。図書館のスタッフ
は番組のための推薦図書リストを作成し番組に出演した学生と積極的に
意見を交換し番組制作に活かした。このテレピ番組は読者の苦手びを伝え図
についての情報を提供して好評を博しニューオ 1)ンズのテレピ番組
の中で確毘たる地位を獲得した 18)0
クリーブランド公共図書館は30分番組‘Viewsand Reviews' を制作
し，図書館によって提供される図書やサービスや図書諮内で行なわれる
様々な活動を紹介した。扱う主題によって番組進行の形式は異なっていた。
番組はクリーブランド公共密警鎮の所設する な資料によって制作され
た。プログラムは図書館長によって進められ科学・フォークソング-近
代日本などテーマは多岐にわたっていた 19)。
初期の図書館テレビ放送は多様で，類型化するためにはその後の放送の
状況を加味する必要がある O ただし図書館においてテレビは，ラジオに続
くメディアとして位置づけられ， 1920年代から始まっていた図書館ラジオ
放送の番組パタンがテレビ番組制作の上での lつのモデルとなっていた。
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4. おわりに
本論を終えるにあたって，テレピ・メディアに内在するメディアとして
の性質とテレビ発展の社会的背景を念頭において 図書館とテレピ・メ
ディアの初期の関係性についてまとめてみたい。
まず始めにテレビ・メディアの初期の様態についてであるが，テレビは
技術的に言えばラジオに後続する発明ではなく，両者はほぼ同じ時期に開
発が進められた。しかし，テレビの方は第二次世界大戦をはさんだことも
あって社会的出現を満たすための要件の整備に時濁を要したため，ラジオ
に遅れて普及していくことになった。その結果，テレビはラジオが確立し
た放送の文化形態、を踏襲することになる O すなわち，番組・コマーシャル
によって編成されるラジオの放送様式がそのままテレビにも適用され，制
度的-産業的な側面ではラジオがモデjレとなったのである 20)0図書館テレ
ビ放送もまた，先行する図書館ラジオ放送からかなりの部分を引き継いだ
活動であったといえる O
一方メディアとしての特性を考えると，テレピはそれまでのメディアに
なかった機能を包含している O もっとも顕著な特性は，音声に加えて映像
が付加されていたことである O この性質により，テレビ番組の影響力と PR
効果はラジオより高かったといえる O 今日テレビの特徴として，記号の読
解よりも画面への感情的な共感に頼ること，分析的-持続的な受容ができ
ないこと，一方向型コミュニケーションメディアであることなどが挙げら
れている 21)。これらの特徴は，テレビ・メデ、イアの研究が始まった50年代
以降のメディア研究から導き出されてきたものであり，テレビ出現当時は
このような客観的解釈はまだテレピに与えられてはいない。しかし当時の
図書館関係者らはテレビと図書メディアの差異を宣感的に感じ取り，最初
から両方のメディアは包含関係ではなく違った位相にあるものだと考えた
がゆえに，テレピをいたずらに脅威に感じることなく，放送活動に取り組
んだのであろう O 伝達機能の早さや影響力の強さの点で，新しい電気メ
ディアは図書に勝っている部分もあった。しかし図書メディアは情報の留
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定化， 1警報の利用に際しての継続的解釈の許容などの点で，ラジオ・テレ
ビなどのブロードキャスティング・メディアとは根本的に異なっていた22)。
そして密警というメディアと結び付いた図書館には，エレクトリック・メ
ディアが形成するマスメディアの空間とは違った盟有の守矯範囲があった
のである O このことを，図書舘放送活動の関係者がかな与はっきりと自
していたことを，当時のテレビをめぐる図書:銭関係者の発言から読みとる
ことができる O エレクトリック・メディアの隆盛とアメリカ
代の始まりは重なっている Oモノだけでなく情報も消費される社会的動向
の中で， 1警報をいったん収集し，解釈-評価する領報空間として問書館の
重要性が再認識されたのである O
次にアメリカの初期テレピの社会的位置づけについて触れたい。
とラジオ・テレピといった一見異質なものがうまく結び付いていった理
由には，アメリカにおけるラジオ・テレビの発展*態が深く関わっている。
ラジオとテレピの発展には，ともにメディアのハードウェアが先行し，そ
こに盛り込まれるソフトウェアが追随するという展践が見られた23)。ラジ
オ・テレピが現れた当初，雨メディアは，現在のように娯楽を主な目的と
していたのではなくむしろ，市民の新しい学習資源として認識されていた。
そのため図書館は，この新しいメディアのソフトの部分の充実に積極的な
姿勢で参加していったのである Oまたアメリカにおけるラジオ・テレビが，
コミュニティにおけるコミュニケーション・メディアとして発達したこと
も，国書館の放送活動を推進する要因となった。すなわちアメソカにおい
て，ラジオ，テレビは地域メディアとして重要な役割を果たしており，図
書館のサービス理念に重なる部分がある O両者の持つ活動目的の接点で行
なわれたのが図書館の放送活動であった。コミュニティを中心としたアメ
リカのラジオ・テレビの発展形態が図書館とマスメディアの結びつきを強
めた要因となっている O
テレビ出現期には多彩な図書館テレビ放送が行なわれたが，その主な呂
的は図書館内にあった。テレビによる図書館内は，マスメディアの持つ
不特定多数への情報伝達機能によって効果を上げた。しかし，図書館テレ
ビ放送はPRだけに留まっていたのではなくテレビの特質を活かした多彩な
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番組が制作されたことを すでに3章で言及した。放送パタンは多様であ
り，従来の館内活動にテレピ・メディアを利用しようとする動向があった。
中でも図書館におけるコミュニティ対象の成人教育サービスと放送活動に
は強い結びつきが見られた。初期の図書館放送活動は図書館PRに加えて，
地域社会に対して図書館サービスを提供する 図書館活動における fコ
ミュニテイ・リレーションズjの-側面としてとらえることができる O
図書館は，テクノロジーの進歩にあわせて新しいメディアを取り込んで
いくことが要求される機関である O しかしながらその際，メディアの持つ
技術的側面と図書館における組織化を考えていくだけでは不十分である O
図書館が情報環境に最も敏感な組織となるためには，常に利用者の置かれ
た社会的背景と情報環境を考慮、した上で新しいメディアのサービス形態
や新しいメディアを利用した活動内容を決定していかなければならない。
ラジオからテレビ、へとメディアの発達に沿って行なわれた図書館の放送活
動は，向時代のメディアの状況をダイレクトに反映させていたという点で，
i遺書館とマスメディアの多面的な関係を示した極めて貴重な事例であり，
図書館情報学におけるメディア史において重要な方向性をもった試行とい
える O
本稿では，図書館テレビ放送の実例を挙げ，テレビ放送やメディアと図
をめぐる論点を提示してきた。しかしながら焦点をテレビ出現期にし
ぼったため，本論で扱うことのできた放送事例は，図書館テレビ放送の一
部だけであった。アメリカ公共図書館におけるテレビ放送は，その後も継
続して行なわれ，放送に関する論点も多様化していった。今回，触れるこ
とができなかった課題を挙げ，今後の研究の方向性を提示して本論を締め
くくりたい。
初期の図書館テレビ番組はテレビ放送それ自体のメディアとしての新
しさともかかわり 実験的な要素が強い試みであった。番組は各図書館の
オリジナルであり，多様な形式で展関された。そこにはまだ確固たる図書
館番組の在り方を見いだすことはできない。図書館テレビ番組を類型化し，
図書館サーピスの中に位置づけるためには，継続的に制作された放送事例
を収集し分析する必要がある O さらにその後，出現したケーブルテレビな
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どの新しいメディアがどのように図書館で利用されていったのか，あるい
は新しいメディアの援用によって密書館における放送活動はいかなる方向
性を持ったのかについては，近年のわが屈の動向にかかわるテーマとして
検討すべき課題である O すなわちわが国では ラジオ・テレビはともに全
国規模の受け手を想定したメディアとして発展してきており，アメリカ公
共図書館で1920年代からはじまった図書館の放送活動と同様な試みは見ら
れなかった。しかし近年ケーブルテレビを利用した地域密着型のテレビ放
送が徐々に重要なコミュニテイ・メディアとして位置づけられるように
なってきた。地域メディアを利用した図書館サービスの可能性を考える
合に，アメリカがテレピ出現類から試みてきた図書館放送活動における多
くの放送の具体例から学ぶべきことは多い。
また50年代を通じてテレピは圧倒的な を持って市民生活に浸透
し，むしろ娯楽を対象とするメディアとして定着していった。そしてテレ
ビが市民にとって不可欠な教養・娯楽メディアになるにつれて，
とってテレピは脅威的な存在となっていく Oすなわち50年代を通じて，市
民のテレピへの傾倒を理由とする密書館の不振が問題となる O実際にテレ
ビ視聴待問の増加が図書館貸出率の低下につながっていることが，すでに
50年代初期には問題になり始めた 24)。テレビは新しいコミュニケーショ
ン・メディアとして密警メディアに敵対する力を持つようになっていくの
である Oこのテーマは本稿が中心主題としてきた鴎寄能主体のテレピを利
用した図書館サーピスとは違った性質を持つ問題であり，また別の角度か
ら分析していく必要があろう O
図書館テレビ放送は 図書館とマスメディアの関係を検討していく際
の，多様な分析視点を示唆している O アメリカのラジオ・テレビの発達状
況の特質とコミュニティという概念を常に意識してきたアメリカ公共図書
館の在り方を考慮した上で，多面的に討ー究していくべきムーブメントであ
るといえよう O
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[図蓄舘テレビ放送略史}
年 テレピと図書館の動向 テレビ メディア・アメリカ社会
1939 第二次世界大戦勃発
NBCテレビ放送開始
1940 ALA Audio Visual Commi ttee発足 テレビネットワーク放送開始
FMラジオ局創設
1941 ニューヨーク公共園書館，初の図書館 NBCの郁lBT局、商業W放送
テレピ番組を制作 開始 (TVコマーシャルの開始)
1942 NBC/CBSテレビ放送中止
(テレビジョン免許凍結)
1945 ニューヨーク公共密書館，テレビ関係
のワークショップを開催
1948 ルーイピル公共図書館，テレビのグル 凍結されていた周波数割当再開
ープ視聴を企画
テープレコーダーの発売
1950 初のカラーテレピ放送
1951 イーノック・プラット公共図書館，ス
トーリーテリング番組開始
1952 ビデオテープ実用化
1953 ニューオリンズ公共図書館，ヤングア 『引fガイドi誌創刊
ダルト対象のブックレビュ一番組開始
シアトル公共図書館， King TVの教育
番組の一部を担当
f情報の歴史:象形文字から人工知能までJ2 5)を参考に作成
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